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論文内容の要旨
一ー」
プラスチック熱成形法は、 熱可塑性プラスチックのシートをゴム弾性域の温度にまで加熱し、この後シ
ートを型に押し付けて変形させ、変形後型に拘束したままシー トを急冷することによって固化させ所定の
形状の成形品を得るh法である。その型や成形システムは比較的谷易、かっ安価に作製することができ、
多品種少量生産にも対応できるため、この成形訟は広く丁業的に用いられてきている。近年では、機械部
品にも熱域JF2品が用いられるようになり、その機械的強度の信頼件が強く求められるようになってきてい
る。しかし、従来の熱成形法では成形条件を経験的に決めている場合が多いために、強度の信頼件は必ず
しも高くなく、強度を最適化し信頼性を高めるための成形条件についての削究は|ー分ではない。
本研究は、熱成形品の機械的強度を最適化するための成形条件を調べ、それらを熱成形システムにおい
て実現させることを目指したものであり、その基礎研究として行った熱成形品の機械的強度に関する実験
的解析を論文として 5章にまとめた。
まず、 第 1:章では、 緒論として本研究の目的について述べた。
次に、 第2常.では、本研究の第一段階として、ポ 1)メタクリル酸メチル (P刷A)を試料とし、その注型
板から切り出したダンベル期試験片を，ー軸方向に延伸して熱成形し、得られた成形試験片の構造および機
械的強度について調べた内容について述べた。成形誌験片の静的強度を調べた結果、それらの延伸方向に
おける破断ひずみは未成形材に比べて顕苫に上昇することが明らかになった。 また、加熱変形回復試験に
より、急冷された成形試験片には破断ひずみの低下に関与すると考えられている蓄積ひずみエネルギーは
明確には存在しないことを不した。
続いて、第3j帝.では、幅の広いPMMA板を一軸延仲によって熱成形し、得られた成形板の延伸方向および
直交方向の機械的強度について調べた結果について述べた。延伸方向および直交方向の靭性と成形条件と
の関係について調べた結果、成形板に最適強度を付与する成形条件を提案することができた。
さらに、第 4 章では、半結品性のポリ~化ピニル (PVC) を ー・軸熱成形した場合について述べた。 PVCに
おいては、成形後に結晶層が残存しているか否かが、成形品の機械的強度の良否を決定付けていることを
明らかにしfこ。
最後に第5主主において、本論文を総括し、今後の研究の指針について述べた。
論文審査の結果の要旨
従来のプラスチック熱成形法では成形条件を経験的に決めている場合が多く 、成形品の強度を最適化し
信頼性を高めるための成形条件についての研究は十分ではない。本研究は、熱成形品の機械的強度を最適
化するための成形条件を調べ、それらを熱成形システムにおいて実現させることを目指したものであり、
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その基礎研究として行った熱成形品の機械的強度に関する実験的解析を論文として 5章にまとめている。
本研究では、まず、ボリメタクリル酸メチル (PMA)を試料とし、一軸延伸により熱成形して得られた
成形試験片の構造および機械的強度について調べ、延伸方向における破断ひずみは未成形材に比べて顕著
に上昇することを明らかにしている.また、力1熱変形回復試験により、急冷された成形誌験片には破断ひ
ずみの低下に関与すると考えられるひずみエネルギーは明確には停在しないことを示している。
続いて、幅の広いPMA板を一軸延伸により熱成形し、得られた成形板の延伸方向および直交方向の靭性
と成形条件との関係について調べ、成形板に最適強度を付与する成形条件を提案している。
さらに、半結晶性のポリ埴化ヒ.ニル (PVC)を一軸熱成形した場合について述べ、 PVCにおいては、成形
後における結品相の残存の有無が、成形品の機械的強度の良否を決定付けていることを明らかにしている。
熱成形品について得られたこれらの知見は、高分子材料強度分野の発展に寄与するところが大きい。
よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有すると認める。
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